
 

�U	[�w�þ�q�™�¢�J�¶�U	[�™���£�³�å�Ì�µ ��
�>�¤  �Ò�Õ 

工学部・未来科学部 選択２単位 人間科学科目（ＳＴＳ科目） 「技術の社会史」 
工学部第一部 選択２単位 人間科学科目（ＳＴＳ科目） 「科学技術史Ｂ」 
工学部第二部 選択２単位 人間科学科目 「科学技術史Ｂ」 
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本科目の目的は，近代以降の技術の歴史を社会的側面から理解し，技術者の歴史的・社会的位置に

関する自覚を持てるようにすることである。そのため，「エンジニア」という職業の成立について，特
に教育制度に注目しつつ解説する。 

この科目を受講することで，社会におけるエンジニアの役割をより深く理解することができるであ
ろう。また，有名なエンジニアや学者の生き方を知ることにより，今後自らがエンジニアとしての人
生を歩む上で何らかの示唆を得ることができるであろう。 
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１．歴史の大きな流れをつかむ。                 （歴史観の形成） 

２．歴史的な出来事を意味づけることができる。          （歴史的思考法の育成） 

３．講義の要点をまとめることができる。             （情報処理力の育成） 

４．自ら進んで調べ、考えを深めることができる。         （情報収集力の育成） 

５．理解したこと、考えたことを自分の言葉で表現することができる。（文章表現力の育成） 
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 本科目の姉妹科目である「科学の社会史」（前期）と併せて履修すると、科学技術史に対するより充
実した理解が得られるであろう。 
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本書は，講義を理解するための助けになるほか，レポートを執筆する際の参考資料（持ち込み可）と
もなるので，各自購入することが望ましい。（生協で販売） 

 

�Ô	$�À�µ�­�´�á�”�ç ：（これは予定であり，諸般の事情により，変更する可能性がある） 
  月曜 水曜 金曜 トピックス                        
 第１回 9/14 9/16 9/18 ガイダンス  
 第２回 9/28 9/30 9/25 近代的エンジニアの萌芽 ～レオナルド～  
 第３回 10/5 10/7 10/2 技術と学問の結合 ～ベーコン～  
 第４回 10/12 10/14 10/9 技術の公開 ～ディドロ～  
 第５回 10/19 10/21 10/16 まとめ（１） ～工学教育誕生以前の科学と技術～  
 第６回 10/26 10/28 10/23 工学教育の始まり ～フランス～  
 第７回 11/9 11/11 11/6 工学教育の発展（１） ～ドイツ～  
 第８回 11/16 11/18 11/13 工学教育の発展（２） ～アメリカ～  
 第９回 11/30 11/25 11/20 まとめ（２） ～欧米における工学教育～  
 第10回 12/7 12/2 11/27 西洋と日本の出会い ～長州ファイブ～  
 第11回 12/14 12/9 12/4 日本における工学教育（１） ～工部大学校～  
 第12回 12/21 12/16 12/11 日本における工学教育（２） ～電機学校～   
 第13回 1/18 1/13 12/18 まとめ（３） ～日本における工学教育～ 
    1/8 （予備日）
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���} 公的な理由（追試験願を提出できる理由と同じ。『学生要覧』を参照）により欠席した場合は，成績面で不利
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